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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月17日(2017.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ドッキングセンター（ＷＤＣ）において、前記ＷＤＣによって
サポートされる１つまたは複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を受信する
ことと、
　前記ＷＤＣが少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ
－Ｇｉｇディスプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポート
するのかを示す応答メッセージを送信することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる特定のＰＦＰがＷｉ－Ｆｉダイレクトサービス（Ｗ
ＦＤＳ）アプリケーションサービスプラットフォーム（ＡＳＰ）を使用して展開されるか
どうかを決定することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されないと決定すると、サービス情報要素の値をヌル値に設定することとを備える
、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項２】
　前記応答メッセージがデータタイプフィールドを備え、前記データタイプフィールドが
、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰを表す値を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データタイプフィールドの前記値は、前記ＷＤＣが前記Ｗｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰ
ＦＰとしてサポートするという指示を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記データタイプフィールドの前記値は、前記ＷＤＣが前記Ｗｉ－Ｇｉｇディスプレイ
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拡張をＰＦＰとしてサポートするという指示を備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記応答メッセージが簡易情報要素または詳細情報要素を備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記簡易情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストを備える、請
求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記詳細情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストと、前記ＷＤ
Ｃによってサポートされる前記特定のＰＦＰに関する追加情報とを備える、請求項５に記
載の方法。
【請求項８】
　前記詳細情報要素が発見情報サブ要素をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記発見情報サブ要素が、前記サービス情報要素と、ネットワーク役割情報要素と、広
告識別情報要素と、サービス名情報要素とからなるグループ中の少なくとも１つのメンバ
ーを備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されると決定すると、前記サービス情報要素の値を非ヌル値に設定することをさら
に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記非ヌル値が前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰのサービス情報属性と同じ値である、請求項１０
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記広告識別情報要素の値を前記特定のＰＦＰのＷＦＤＳ広告識別に設定することをさ
らに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記サービス名情報要素の値を前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰのフルサービス名に設定すること
をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与えるピアツーピアセッションのグループ所有者の
ネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第１の値に設定
することと、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与える前記ピアツーピアセッション中のクライアン
トのネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第２の値に
設定することとをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）において、前記ＷＤＣによってサポートされ
る１つまたは複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を受信するための手段と
、
　前記ＷＤＣが少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ
－Ｇｉｇディスプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポート
するのかを示す応答メッセージを送信するための手段と、
　前記ＷＤＣによってサポートされる特定のＰＦＰがＷｉ－Ｆｉダイレクトサービス（Ｗ
ＦＤＳ）アプリケーションサービスプラットフォーム（ＡＳＰ）を使用して展開されるか
どうかを決定するための手段と、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されないと決定すると、サービス情報要素の値をヌル値に設定するための手段とを
備える、ワイヤレス通信のための装置。
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【請求項１６】
　前記応答メッセージがデータタイプフィールドを備え、前記データタイプフィールドが
、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰを表す値を備える、請求項１５に記載の装置
。
【請求項１７】
　前記データタイプフィールドの前記値は、前記ＷＤＣが前記Ｗｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰ
ＦＰとしてサポートするという指示を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記データタイプフィールドの前記値は、前記ＷＤＣが前記Ｗｉ－Ｇｉｇディスプレイ
拡張をＰＦＰとしてサポートするという指示を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記応答メッセージが簡易情報要素または詳細情報要素を備える、請求項１５に記載の
装置。
【請求項２０】
　前記簡易情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストを備える、請
求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記詳細情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストと、前記ＷＤ
Ｃによってサポートされる前記特定のＰＦＰに関する追加情報とを備える、請求項１９に
記載の装置。
【請求項２２】
　前記詳細情報要素が発見情報サブ要素をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記発見情報サブ要素が、前記サービス情報要素と、ネットワーク役割情報要素と、広
告識別情報要素と、サービス名情報要素とからなるグループ中の少なくとも１つのメンバ
ーを備える、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されると決定すると、前記サービス情報要素の値を非ヌル値に設定するための手段
をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２５】
　前記非ヌル値が前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰのサービス情報属性と同じ値である、請求項２４
に記載の装置。
【請求項２６】
　前記広告識別情報要素の値を前記特定のＰＦＰのＷＦＤＳ広告識別に設定するための手
段をさらに備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　前記サービス名情報要素の値を前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰのフルサービス名に設定するため
の手段をさらに備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与えるピアツーピアセッションのグループ所有者の
ネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第１の値に設定
するための手段と、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与える前記ピアツーピアセッション中のクライアン
トのネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第２の値に
設定するための手段とをさらに備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２９】
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
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　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）において、前記ＷＤＣによってサポートされ
る１つまたは複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を受信することと、
　前記ＷＤＣが少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ
－Ｇｉｇディスプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポート
するのかを示す応答メッセージを送信することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる特定のＰＦＰがＷｉ－Ｆｉダイレクトサービス（Ｗ
ＦＤＳ）アプリケーションサービスプラットフォーム（ＡＳＰ）を使用して展開されるか
どうかを決定することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されないと決定すると、サービス情報要素の値をヌル値に設定することとを行うた
めに前記プロセッサによって実行可能である、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項３０】
　前記応答メッセージがデータタイプフィールドを備え、前記データタイプフィールドが
、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰを表す値を備える、請求項２９に記載の装置
。
【請求項３１】
　前記応答メッセージが簡易情報要素または詳細情報要素を備える、請求項２９に記載の
装置。
【請求項３２】
　前記簡易情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストを備える、請
求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記詳細情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストと、前記ＷＤ
Ｃによってサポートされる前記特定のＰＦＰに関する追加情報とを備える、請求項３１に
記載の装置。
【請求項３４】
　前記詳細情報要素が発見情報サブ要素をさらに備える、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記発見情報サブ要素が、前記サービス情報要素と、ネットワーク役割情報要素と、広
告識別情報要素と、サービス名情報要素とからなるグループ中の少なくとも１つのメンバ
ーを備える、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記命令は、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されると決定すると、前記サービス情報要素の値を非ヌル値に設定することを行う
ために前記プロセッサによって実行可能である、請求項２９に記載の装置。
【請求項３７】
　前記非ヌル値が前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰのサービス情報属性と同じ値である、請求項３６
に記載の装置。
【請求項３８】
　前記命令は、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与えるピアツーピアセッションのグループ所有者の
ネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第１の値に設定
することと、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与える前記ピアツーピアセッション中のクライアン
トのネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第２の値に
設定することとを行うために前記プロセッサによって実行可能である、請求項３５に記載
の装置。
【請求項３９】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプロ
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グラム製品は、
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）において、前記ＷＤＣによってサポートされ
る１つまたは複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を受信することと、
　前記ＷＤＣが少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ
－Ｇｉｇディスプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポート
するのかを示す応答メッセージを送信することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる特定のＰＦＰがＷｉ－Ｆｉダイレクトサービス（Ｗ
ＦＤＳ）アプリケーションサービスプラットフォーム（ＡＳＰ）を使用して展開されるか
どうかを決定することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されないと決定すると、サービス情報要素の値をヌル値に設定することとを行うた
めにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を備え
る、コンピュータプログラム製品。
【請求項４０】
　前記応答メッセージが簡易情報要素または詳細情報要素を備え、前記簡易情報要素が、
前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストを備え、前記詳細情報要素が、前記Ｗ
ＤＣによってサポートされるＰＦＰの前記リストと、前記ＷＤＣによってサポートされる
前記特定のＰＦＰに関する追加情報とを備える、請求項３９に記載のコンピュータプログ
ラム製品。
【請求項４１】
　前記詳細情報要素が発見情報サブ要素を備え、前記発見情報サブ要素が、前記サービス
情報要素と、ネットワーク役割情報要素と、広告識別情報要素と、サービス名情報要素と
からなるグループ中の少なくとも１つのメンバーを備える、請求項４０に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
【請求項４２】
　前記命令は、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与えるピアツーピアセッションのグループ所有者の
ネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第１の値に設定
することと、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与える前記ピアツーピアセッション中のクライアン
トのネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第２の値に
設定することとを行うために前記プロセッサによって実行可能である、請求項４１に記載
のコンピュータプログラム製品。
【請求項４３】
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）に、前記ＷＤＣによってサポートされる１つ
または複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を送信することと、前記要求が
、第１のピアツーピア（Ｐ２Ｐ）接続を使用して送信される、
　前記ＷＤＣから応答メッセージを受信することと、前記応答メッセージは、前記ＷＤＣ
が少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ－Ｇｉｇディ
スプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポートするのかを示
す、
　前記ＷＤＣによってサポートされる特定のＰＦＰがＷｉ－Ｆｉダイレクトサービス（Ｗ
ＦＤＳ）アプリケーションサービスプラットフォーム（ＡＳＰ）を使用して展開されるか
どうかを決定することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されないと決定すると、サービス情報要素の値がヌル値に設定されると識別するこ
ととを備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項４４】
　前記応答メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記ＷＤＣによってサポートされる
前記特定のＰＦＰを選択することと、
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　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰに接続することとをさらに備える
、請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　前記応答メッセージがネットワーク役割情報要素を備える、請求項４３に記載の方法。
【請求項４６】
　前記ネットワーク役割情報要素の値を識別することと、前記値が、前記第１のＰ２Ｐ接
続のために前記ＷＤＣによって担われるべきネットワーク役割を示す、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値を、ワイヤレスデバイスによって担われる現在
のネットワーク役割の値と比較することとをさらに備える、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　前記第１のＰ２Ｐ接続から切断することと、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
前記現在のネットワーク役割の前記値に一致したとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために第２のＰ２Ｐ接続を確立することとをさらに備える
、請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
前記現在のネットワーク役割の前記値とは異なるとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために前記第１のＰ２Ｐ接続を使用することをさらに備え
る、請求項４６に記載の方法。
【請求項４９】
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）に、前記ＷＤＣによってサポートされる１つ
または複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を送信するための手段と、前記
要求が、第１のピアツーピア（Ｐ２Ｐ）接続を使用して送信される、
　前記ＷＤＣから応答メッセージを受信するための手段と、前記応答メッセージは、前記
ＷＤＣが少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ－Ｇｉ
ｇディスプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポートするの
かを示す、
　前記ＷＤＣによってサポートされる特定のＰＦＰがＷｉ－Ｆｉダイレクトサービス（Ｗ
ＦＤＳ）アプリケーションサービスプラットフォーム（ＡＳＰ）を使用して展開されるか
どうかを決定するための手段と、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されないと決定すると、サービス情報要素の値がヌル値に設定されると識別するた
めの手段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項５０】
　前記応答メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記ＷＤＣによってサポートされる
前記特定のＰＦＰを選択するための手段と、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰに接続するための手段とをさらに
備える、請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記応答メッセージがネットワーク役割情報要素を備える、請求項４９に記載の装置。
【請求項５２】
　前記ネットワーク役割情報要素の値を識別するための手段と、前記値が、前記第１のＰ
２Ｐ接続のために前記ＷＤＣによって担われるべきネットワーク役割を示す、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値を、ワイヤレスデバイスによって担われる現在
のネットワーク役割の値と比較するための手段とをさらに備える、請求項５１に記載の装
置。
【請求項５３】
　前記第１のＰ２Ｐ接続から切断するための手段と、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
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前記現在のネットワーク役割の前記値に一致したとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために第２のＰ２Ｐ接続を確立するための手段とをさらに
備える、請求項５２に記載の装置。
【請求項５４】
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
前記現在のネットワーク役割の前記値とは異なるとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために前記第１のＰ２Ｐ接続を使用するための手段をさら
に備える、請求項５２に記載の装置。
【請求項５５】
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）に、前記ＷＤＣによってサポートされる１つ
または複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を送信することと、前記要求が
、第１のピアツーピア（Ｐ２Ｐ）接続を使用して送信される、
　前記ＷＤＣから応答メッセージを受信することと、前記応答メッセージは、前記ＷＤＣ
が少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ－Ｇｉｇディ
スプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポートするのかを示
す、
　前記ＷＤＣによってサポートされる特定のＰＦＰがＷｉ－Ｆｉダイレクトサービス（Ｗ
ＦＤＳ）アプリケーションサービスプラットフォーム（ＡＳＰ）を使用して展開されるか
どうかを決定することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されないと決定すると、サービス情報要素の値がヌル値に設定されると識別するこ
ととを行うために前記プロセッサによって実行可能である、ワイヤレス通信のための装置
。
【請求項５６】
　前記命令は、
　前記応答メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記ＷＤＣによってサポートされる
前記特定のＰＦＰを選択することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰに接続することとを行うために前
記プロセッサによって実行可能である、請求項５５に記載の装置。
【請求項５７】
　前記応答メッセージがネットワーク役割情報要素を備える、請求項５５に記載の装置。
【請求項５８】
　前記命令は、
　前記ネットワーク役割情報要素の値を識別することと、前記値が、前記第１のＰ２Ｐ接
続のために前記ＷＤＣによって担われるべきネットワーク役割を示す、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値を、ワイヤレスデバイスによって担われる現在
のネットワーク役割の値と比較することとを行うために前記プロセッサによって実行可能
である、請求項５７に記載の装置。
【請求項５９】
　前記命令は、
　前記第１のＰ２Ｐ接続から切断することと、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
前記現在のネットワーク役割の前記値に一致したとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために第２のＰ２Ｐ接続を確立することとを行うために前
記プロセッサによって実行可能である、請求項５８に記載の装置。
【請求項６０】
　前記命令は、
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　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
前記現在のネットワーク役割の前記値とは異なるとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために前記第１のＰ２Ｐ接続を使用することを行うために
前記プロセッサによって実行可能である、請求項５８に記載の装置。
【請求項６１】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプロ
グラム製品は、
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）に、前記ＷＤＣによってサポートされる１つ
または複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を送信することと、前記要求が
、第１のピアツーピア（Ｐ２Ｐ）接続を使用して送信される、
　前記ＷＤＣから応答メッセージを受信することと、前記応答メッセージは、前記ＷＤＣ
が少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ－Ｇｉｇディ
スプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポートするのかを示
す、
　前記ＷＤＣによってサポートされる特定のＰＦＰがＷｉ－Ｆｉダイレクトサービス（Ｗ
ＦＤＳ）アプリケーションサービスプラットフォーム（ＡＳＰ）を使用して展開されるか
どうかを決定することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されないと決定すると、サービス情報要素の値がヌル値に設定されると識別するこ
ととを行うためにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可
読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項６２】
　前記命令は、
　前記応答メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記ＷＤＣによってサポートされる
前記特定のＰＦＰを選択することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰに接続することとを行うために前
記プロセッサによって実行可能である、請求項６１に記載のコンピュータプログラム製品
。
【請求項６３】
　前記応答メッセージがネットワーク役割情報要素を備える、請求項６１に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項６４】
　前記命令は、
　前記ネットワーク役割情報要素の値を識別することと、前記値が、前記第１のＰ２Ｐ接
続のために前記ＷＤＣによって担われるべきネットワーク役割を示す、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値を、ワイヤレスデバイスによって担われる現在
のネットワーク役割の値と比較することとを行うために前記プロセッサによって実行可能
である、請求項６３に記載のコンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７３】
　[0189]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、
本明細書で定義した一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用
され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一例または一
事例を示すものであり、言及した例についての選好を暗示せず、または必要としない。し
たがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、本明細
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書で開示した原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）ドッキングセンター（ＷＤＣ）において、前記ＷＤＣによって
サポートされる１つまたは複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を受信する
ことと、
　前記ＷＤＣが少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ
－Ｇｉｇディスプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポート
するのかを示す応答メッセージを送信することとを備える、ワイヤレス通信のための方法
。
［Ｃ２］
　前記応答メッセージがデータタイプフィールドを備え、前記データタイプフィールドが
、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰを表す値を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記データタイプフィールドの前記値は、前記ＷＤＣが前記Ｗｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰ
ＦＰとしてサポートするという指示を備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記データタイプフィールドの前記値は、前記ＷＤＣが前記Ｗｉ－Ｇｉｇディスプレイ
拡張をＰＦＰとしてサポートするという指示を備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記応答メッセージが簡易情報要素または詳細情報要素を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記簡易情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストを備える、Ｃ
５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記詳細情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストと、前記ＷＤ
Ｃによってサポートされる特定のＰＦＰに関する追加情報とを備える、Ｃ５に記載の方法
。
［Ｃ８］
　前記詳細情報要素が発見情報サブ要素をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記発見情報サブ要素が、サービス情報要素と、ネットワーク役割情報要素と、広告識
別情報要素と、サービス名情報要素とからなるグループ中の少なくとも１つのメンバーを
備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰがＷｉ－Ｆｉダイレクトサービス
（ＷＦＤＳ）アプリケーションサービスプラットフォーム（ＡＳＰ）を使用して展開され
るかどうかを決定することをさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されると決定すると、前記サービス情報要素の値を非ヌル値に設定することをさら
に備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記非ヌル値が前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰのサービス情報属性と同じ値である、Ｃ１１に記
載の方法。
［Ｃ１３］
　前記広告識別情報要素の値を前記特定のＰＦＰのＷＦＤＳ広告識別に設定することをさ
らに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記サービス名情報要素の値を前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰのフルサービス名に設定すること
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をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されないと決定すると、前記サービス情報要素の値をヌル値に設定することをさら
に備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与えるピアツーピアセッションのグループ所有者の
ネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第１の値に設定
することと、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与える前記ピアツーピアセッション中のクライアン
トのネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第２の値に
設定することとをさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１７］
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）において、前記ＷＤＣによってサポートされ
る１つまたは複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を受信するための手段と
、
　前記ＷＤＣが少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ
－Ｇｉｇディスプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポート
するのかを示す応答メッセージを送信するための手段とを備える、ワイヤレス通信のため
の装置。
［Ｃ１８］
　前記応答メッセージがデータタイプフィールドを備え、前記データタイプフィールドが
、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰを表す値を備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記データタイプフィールドの前記値は、前記ＷＤＣが前記Ｗｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰ
ＦＰとしてサポートするという指示を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記データタイプフィールドの前記値は、前記ＷＤＣが前記Ｗｉ－Ｇｉｇディスプレイ
拡張をＰＦＰとしてサポートするという指示を備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記応答メッセージが簡易情報要素または詳細情報要素を備える、Ｃ１７に記載の装置
。
［Ｃ２２］
　前記簡易情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストを備える、Ｃ
２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記詳細情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストと、前記ＷＤ
Ｃによってサポートされる特定のＰＦＰに関する追加情報とを備える、Ｃ２１に記載の装
置。
［Ｃ２４］
　前記詳細情報要素が発見情報サブ要素をさらに備える、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記発見情報サブ要素が、サービス情報要素と、ネットワーク役割情報要素と、広告識
別情報要素と、サービス名情報要素とからなるグループ中の少なくとも１つのメンバーを
備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰがＷｉ－Ｆｉダイレクトサービス
（ＷＦＤＳ）アプリケーションサービスプラットフォーム（ＡＳＰ）を使用して展開され
るかどうかを決定するための手段をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］



(11) JP 2017-505030 A5 2017.3.16

　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されると決定すると、前記サービス情報要素の値を非ヌル値に設定するための手段
をさらに備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記非ヌル値が前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰのサービス情報属性と同じ値である、Ｃ２７に記
載の装置。
［Ｃ２９］
　前記広告識別情報要素の値を前記特定のＰＦＰのＷＦＤＳ広告識別に設定するための手
段をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記サービス名情報要素の値を前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰのフルサービス名に設定するため
の手段をさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されないと決定すると、前記サービス情報要素の値をヌル値に設定するための手段
をさらに備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与えるピアツーピアセッションのグループ所有者の
ネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第１の値に設定
するための手段と、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与える前記ピアツーピアセッション中のクライアン
トのネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第２の値に
設定するための手段とをさらに備える、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３３］
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）において、前記ＷＤＣによってサポートされ
る１つまたは複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を受信することと、
　前記ＷＤＣが少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ
－Ｇｉｇディスプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポート
するのかを示す応答メッセージを送信することとを行うために前記プロセッサによって実
行可能である、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３４］
　前記応答メッセージがデータタイプフィールドを備え、前記データタイプフィールドが
、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰを表す値を備える、Ｃ３３に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記応答メッセージが簡易情報要素または詳細情報要素を備える、Ｃ３３に記載の装置
。
［Ｃ３６］
　前記簡易情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストを備える、Ｃ
３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記詳細情報要素が、前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストと、前記ＷＤ
Ｃによってサポートされる特定のＰＦＰに関する追加情報とを備える、Ｃ３５に記載の装
置。
［Ｃ３８］
　前記詳細情報要素が発見情報サブ要素をさらに備える、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記発見情報サブ要素が、サービス情報要素と、ネットワーク役割情報要素と、広告識
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別情報要素と、サービス名情報要素とからなるグループ中の少なくとも１つのメンバーを
備える、Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記命令は、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰがＷｉ－Ｆｉダイレクトサービス
（ＷＦＤＳ）アプリケーションサービスプラットフォーム（ＡＳＰ）を使用して展開され
るかどうかを決定することを行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ３９
に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記命令は、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰが前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰを使用し
て展開されると決定すると、前記サービス情報要素の値を非ヌル値に設定することを行う
ために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記非ヌル値が前記ＷＦＤＳ　ＡＳＰのサービス情報属性と同じ値である、Ｃ４１に記
載の装置。
［Ｃ４３］
　前記命令は、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与えるピアツーピアセッションのグループ所有者の
ネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第１の値に設定
することと、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与える前記ピアツーピアセッション中のクライアン
トのネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第２の値に
設定することとを行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ３９に記載の装
置。
［Ｃ４４］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプロ
グラム製品は、
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）において、前記ＷＤＣによってサポートされ
る１つまたは複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を受信することと、
　前記ＷＤＣが少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ
－Ｇｉｇディスプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポート
するのかを示す応答メッセージを送信することとを行うためにプロセッサによって実行可
能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製
品。
［Ｃ４５］
　前記応答メッセージが簡易情報要素または詳細情報要素を備え、前記簡易情報要素が、
前記ＷＤＣによってサポートされるＰＦＰのリストを備え、前記詳細情報要素が、前記Ｗ
ＤＣによってサポートされるＰＦＰの前記リストと、前記ＷＤＣによってサポートされる
特定のＰＦＰに関する追加情報とを備える、Ｃ４４に記載のコンピュータプログラム製品
。
［Ｃ４６］
　前記詳細情報要素が発見情報サブ要素を備え、前記発見情報サブ要素が、サービス情報
要素と、ネットワーク役割情報要素と、広告識別情報要素と、サービス名情報要素とから
なるグループ中の少なくとも１つのメンバーを備える、Ｃ４５に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
［Ｃ４７］
　前記命令は、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与えるピアツーピアセッションのグループ所有者の
ネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第１の値に設定
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することと、
　前記ＷＤＣが、前記特定のＰＦＰを与える前記ピアツーピアセッション中のクライアン
トのネットワーク役割を担おうとするとき、前記ネットワーク役割情報要素を第２の値に
設定することとを行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ４６に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ４８］
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）に、前記ＷＤＣによってサポートされる１つ
または複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を送信することと、前記要求が
、第１のピアツーピア（Ｐ２Ｐ）接続を使用して送信される、
　前記ＷＤＣから応答メッセージを受信することと、前記応答メッセージは、前記ＷＤＣ
が少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ－Ｇｉｇディ
スプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポートするのかを示
す、を備える、ワイヤレス通信のための方法。
［Ｃ４９］
　前記応答メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記ＷＤＣによってサポートされる
特定のＰＦＰを選択することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰに接続することとをさらに備える
、Ｃ４８に記載の方法。
［Ｃ５０］
　前記応答メッセージがネットワーク役割情報要素を備える、Ｃ４８に記載の方法。
［Ｃ５１］
　前記ネットワーク役割情報要素の値を識別することと、前記値が、前記第１のＰ２Ｐ接
続のために前記ＷＤＣによって担われるべきネットワーク役割を示す、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値を、ワイヤレスデバイスによって担われる現在
のネットワーク役割の値と比較することとをさらに備える、Ｃ５０に記載の方法。
［Ｃ５２］
　前記第１のＰ２Ｐ接続から切断することと、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
前記現在のネットワーク役割の前記値に一致したとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために第２のＰ２Ｐ接続を確立することとをさらに備える
、Ｃ５１に記載の方法。
［Ｃ５３］
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
前記現在のネットワーク役割の前記値とは異なるとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために前記第１のＰ２Ｐ接続を使用することをさらに備え
る、Ｃ５１に記載の方法。
［Ｃ５４］
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）に、前記ＷＤＣによってサポートされる１つ
または複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を送信するための手段と、前記
要求が、第１のピアツーピア（Ｐ２Ｐ）接続を使用して送信される、
　前記ＷＤＣから応答メッセージを受信するための手段と、前記応答メッセージは、前記
ＷＤＣが少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ－Ｇｉ
ｇディスプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポートするの
かを示す、を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ５５］
　前記応答メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記ＷＤＣによってサポートされる
特定のＰＦＰを選択するための手段と、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰに接続するための手段とをさらに
備える、Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５６］
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　前記応答メッセージがネットワーク役割情報要素を備える、Ｃ５４に記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記ネットワーク役割情報要素の値を識別するための手段と、前記値が、前記第１のＰ
２Ｐ接続のために前記ＷＤＣによって担われるべきネットワーク役割を示す、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値を、ワイヤレスデバイスによって担われる現在
のネットワーク役割の値と比較するための手段とをさらに備える、Ｃ５６に記載の装置。
［Ｃ５８］
　前記第１のＰ２Ｐ接続から切断するための手段と、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
前記現在のネットワーク役割の前記値に一致したとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために第２のＰ２Ｐ接続を確立するための手段とをさらに
備える、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ５９］
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
前記現在のネットワーク役割の前記値とは異なるとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために前記第１のＰ２Ｐ接続を使用するための手段をさら
に備える、Ｃ５７に記載の装置。
［Ｃ６０］
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）に、前記ＷＤＣによってサポートされる１つ
または複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を送信することと、前記要求が
、第１のピアツーピア（Ｐ２Ｐ）接続を使用して送信される、
　前記ＷＤＣから応答メッセージを受信することと、前記応答メッセージは、前記ＷＤＣ
が少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ－Ｇｉｇディ
スプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポートするのかを示
す、を行うために前記プロセッサによって実行可能である、ワイヤレス通信のための装置
。
［Ｃ６１］
　前記命令は、
　前記応答メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記ＷＤＣによってサポートされる
特定のＰＦＰを選択することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰに接続することとを行うために前
記プロセッサによって実行可能である、Ｃ６０に記載の装置。
［Ｃ６２］
　前記応答メッセージがネットワーク役割情報要素を備える、Ｃ６０に記載の装置。
［Ｃ６３］
　前記命令は、
　前記ネットワーク役割情報要素の値を識別することと、前記値が、前記第１のＰ２Ｐ接
続のために前記ＷＤＣによって担われるべきネットワーク役割を示す、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値を、ワイヤレスデバイスによって担われる現在
のネットワーク役割の値と比較することとを行うために前記プロセッサによって実行可能
である、Ｃ６２に記載の装置。
［Ｃ６４］
　前記命令は、
　前記第１のＰ２Ｐ接続から切断することと、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
前記現在のネットワーク役割の前記値に一致したとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために第２のＰ２Ｐ接続を確立することとを行うために前
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記プロセッサによって実行可能である、Ｃ６３に記載の装置。
［Ｃ６５］
　前記命令は、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値が、前記ワイヤレスデバイスによって担われる
前記現在のネットワーク役割の前記値とは異なるとき、前記ＷＤＣによってサポートされ
る前記特定のＰＦＰに接続するために前記第１のＰ２Ｐ接続を使用することを行うために
前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ６３に記載の装置。
［Ｃ６６］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプロ
グラム製品は、
　Ｗｉ－Ｆｉドッキングセンター（ＷＤＣ）に、前記ＷＤＣによってサポートされる１つ
または複数の周辺機能プロトコル（ＰＦＰ）に関する要求を送信することと、前記要求が
、第１のピアツーピア（Ｐ２Ｐ）接続を使用して送信される、
　前記ＷＤＣから応答メッセージを受信することと、前記応答メッセージは、前記ＷＤＣ
が少なくともＷｉ－Ｇｉｇバス拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、Ｗｉ－Ｇｉｇディ
スプレイ拡張をＰＦＰとしてサポートするのか、それらの組合せをサポートするのかを示
す、を行うためにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可
読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ６７］
　前記命令は、
　前記応答メッセージに少なくとも部分的に基づいて前記ＷＤＣによってサポートされる
特定のＰＦＰを選択することと、
　前記ＷＤＣによってサポートされる前記特定のＰＦＰに接続することとを行うために前
記プロセッサによって実行可能である、Ｃ６６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６８］
　前記応答メッセージがネットワーク役割情報要素を備える、Ｃ６６に記載のコンピュー
タプログラム製品。
［Ｃ６９］
　前記命令は、
　前記ネットワーク役割情報要素の値を識別することと、前記値が、前記第１のＰ２Ｐ接
続のために前記ＷＤＣによって担われるべきネットワーク役割を示す、
　前記ネットワーク役割情報要素の前記値を、ワイヤレスデバイスによって担われる現在
のネットワーク役割の値と比較することとを行うために前記プロセッサによって実行可能
である、Ｃ６８に記載のコンピュータプログラム製品。
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